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（続紙 ２ ） 
 
氏 名 勝二 理智 
（論文審査の結果の要旨） 
 
本論文は、既存杭の再利用に係る健全性調査や耐震設計が抱える課題を解決し、再利
用を促進することを目的として、弾性波探査試験結果を用いる杭健全性の定量評価手法
と、その定量化された健全性（ひび割れの大きさと位置）を考慮可能な損傷杭の水平抵
抗評価手法を新たに構築したものである。得られた主な成果は次の通りである。 
 
１． 弾性波探査試験波形の振幅特性の分析に基づき、杭のひび割れの大きさは、ひび
割れ反射振幅の杭頭打撃振幅および杭先端反射振幅に対する比率と、ひび割れ反
射振幅の深さ位置に比例して定まることを見出している。そして、それらの振幅
特性を数値化して算出する、ひび割れの大きさを示す指標（損傷係数）を新たに
考案し、損傷杭を用いた実験や実建物での現場計測結果により妥当性を検証して
おり、既存杭の健全性を合理的に定量評価可能としている。 
２． 実杭の曲げ試験とその３次元シミュレーション解析に基づき、ひび割れの進展と
断面性能の低下傾向に相関があることを示し、さらに、ひび割れの大きさより断
面性能の低下度を推定可能な、類型的な計算図表を提示している。 
３． 損傷の程度と位置が異なる杭の実大水平載荷実験に基づき、損傷による断面性能
の低下度と損傷位置の推定が、水平抵抗評価を行う上で重要であることを指摘し
ている。そして、弾性波探査試験により定量化されるひび割れの大きさと位置を
用いて、損傷杭の水平抵抗力を簡便に評価できる手法を提示している。 
４． 健全性や配置等の制約から再利用が困難な場合でも既存杭を有効活用できるよう
に、表層地盤改良によって既存杭に水平荷重を一部負担させる構法を提案し、静
的載荷実験により既存杭への応力伝達を実証している。さらに、提案構法による
杭基礎全体の設計検討を実施可能な３次元有限要素法解析モデルを提示してお
り、本解析モデルを用いることで、地盤改良体のひび割れ発生変位といった杭－
地盤系の非線形性状を予測可能としている。 
 
以上の内容を要約すると、本論文は、既存杭の健全性と水平抵抗力を、弾性波探査試
験結果に基づいて合理的に評価する手法を構築するとともに、表層地盤改良を併用する
既存杭活用構法の提案とその実験的・解析的検証を行ったものであり、学術上、実際上
寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あ
るものと認める。また、平成２９年１月２４日、論文内容とそれに関連した事項につい
て試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合
格と認めた。 
 
 
